
葉山災害ボランティアセンター紹介 
• 日本各地で毎年、大雨洪水の被災 

• 台風18号では1日500ミリの大雨で土砂崩れ、浸水の大規模被災 

  ⇒同様の被災の可能性  地震津波の可能性も 

• 葉山町が大規模災害で被災した際に、災害救援ボランティアの活動の中核
となり、被災の救援活動を受け入れて、効果的にニーズに対応するセンター 

 
• 被災状況及び被災救済ニーズの把握 

• ボランティア活動の受入れ 

• 被災救済ニーズとボランティアの調整 

• 被災状況、活動状況の情報発信 
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災害ボランティアセンターの役割 
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ボランティア活動 

• 災害に見舞われた時に、全国各地からのボランティアを受け入れて 
• 助けたい人と助けを必要とする人との間に立ってコーディネート 
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鹿沼市ボランティアセンター 
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常総市ボランティアセンターサテライト 
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災害ボランティアセンターの仕組み構築 
• 葉山町関連組織による目的、考え方の合意⇒設置・運営指針 

• 葉山町、葉山町社協、赤十字奉仕団 
• HSVN（葉山災害ボランティアネットワーク） 

• ボランティアセンターの体制、業務を規定し、平常時の関係者の認識を共有 

  ⇒設置・運営マニュアル 

 

 
• 災害ボランティア参加（東日本大震災、西伊豆大雨被害、台風18号被害） 

• 綜合防災訓練参加（神奈川県ビッグレスキュー、葉山町） 

• 情報交流（神奈川県、研究機関、地域、周辺地域） 

• IT活用による情報ネットワーク構築 

• ポータルサイトの構築 

• Twitterによる情報伝達実験参加 

• 町内各地域の状況理解 

• 語り場（ミニ地図訓練） 

• まちあるき 

ノウハウ共有、レベルアップ 
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町内各地域の状況理解 

各地域町あるき 

• 災害発生後のボランティアセンター設置準備に向けて 

• 各地域の地形、状況を理解し、効果的な運営をするために 

• 道路、河川、避難所、防災倉庫、ショップ、公衆トイレ、ランドマーク等 

• 町内地域（大字単位）毎に一定周期で見てまわる 

葉山町語り場（ミニ地図訓練） 

• まちあるきに向けて 

• 対象地域の地図上で 

• 道路、河川、各情報の位置確認 

 

ポータルサイト 地図 充実 

• 得られた内容で情報追加 

• 撮影写真を情報追加 
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国立研究開発法人防災科

学技術研究所（防災科研）

の支援により、eコミュニティプ

ラットフォーム上に 

葉山防災ポータルサイト 

を構築しました。 

葉山災害ボランティア 
ポータルサイト 

個人でブログをやった事がある人
ならできる！ 

2015年9月24日現在 

http://ecom-plat.jp/ictkanagawa_sv/group.php?gid=10143 
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• 町の避難所、防災倉庫、

貯水池、公共施設、公

衆トイレ、ショップ、GS、

病院、薬局、金融機関

をマップ上に設定 

• 地図上で選択表示 

• 地図を移動して、特定

地点を中心位置にする

とそこからの直線距離

がわかる 

ポータルサイトのマップ 
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葉山災害ボランティアポータルサイト  葉山町マップ  

9 



発災後のポータルサイト マップの例 常総市被災状況マップ 

•越水/決壊/浸水 
•避難所/相談所 
•ボラセン 
•停電/断水エリア 
•医療拠点 
•給水/浴場 
•ゴミ破棄場所 
 など 
 
を地図上で掲示 
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防災科技研支援で常総市の被災状況地図作成 
 

2015年11月20日現在 


